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。 就
業
体
験
を
通
し
て
将
来
の
進
路
に
つ
い
て
、
望
ま
し
い

職
業
観
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
標
に
、
２
年
生
を
対
象
と

し
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。 

多
く
の
企
業
な
ら
び
に
官
公
庁
の
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     
 
 

    

本
校
が
町
の
避
難
所
に
指
定
を
受
け
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴

い
、
災
害
発
生
時
に
避
難
所
を
設
置
し
た
場
合
に
適
切
な
行

動
が
で
き
る
た
め
、
男
女
共
同
参
画
み
ら
い
ね
っ
と
の
小
山

内
世
喜
子
様
か
ら
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
避
難
所
を
学

ぶ
」
と
い
う
題
目
で
講
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

.   
 

        
    

３
学
年
の
進
路
活
動
が
本
格
的
に
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の

第
一
歩
と
し
て
、
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
い
ま
し
た
。
生
徒

は
講
師
の
話
を
真
剣
に
聞
き
、
こ
れ
か
ら
の
進
路
活
動
へ
の 

覚
悟
を
決
め
て
い
ま
し
た
。 

          

 

学
校
に
関
し
て
、
質
問
等
あ
り
ま
し
た
ら 

野
辺
地
高
等
学
校 

（
０
１
７
５
）
６
４
・
２
２
６
６ 

教
頭 

横
濵
（
よ
こ
は
ま
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い 

 
  

 

 
 

 

高
校
総
体
壮
行
式
で
は
、
校
長
先
生
か
ら
「
格
好
い

い
野
高
生
」
と
し
て
全
力
で
戦
っ
て
き
て
ほ
し
い
と
激

励
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。
報
告
会
で
は
、
各
部
の
部

長
か
ら
試
合
結
果
な
ど
詳
し
い
報
告
が
あ
り
ま
し
た
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綱
領 

質
実
剛
健 

自
治
協
同 

能
率
増
進 

綱
領 

質
実
剛
健 

自
治
協
同 

能
率
増
進 

２
学
年
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
6
月
14
日
～
16
日
） 

野
高
コ
ン
パ
ス 

～
防
災
教
室
～ 

（
６
月
22
日
） 

３
学
年
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス 

（
６
月
14
日
） 

青
森
県
高
校
総
体 

壮
行
式
（
６
月
２
日
）
＆ 

報
告
会
（
６
月
８
日
） 

▲東日本大震災などの大きな

災害が発生したときの事例
をもとに、災害時の対応に
ついて考察しました。 

 

▲３日間のインターンシップを経て、生徒たちは学校生活では得られない
貴重な経験をしました。今後の学校生活に役立てることを期待します。 

 

▲吹奏楽部の演奏と共に選手が 

 ユニフォーム姿で入場しまし 

た。 ▲壮行式では各部による選手の決意表明、報告会では試
合結果と新チームへの応援の言葉がありました。 

▲校長先生からの激励と応援委員によるエールもありま

した。野辺地高校が一つになって総体に向かいます。 


